
























































図 2に､NH4Fe3(OH)6 (S04)2 の帯磁率の温度変化を示 した｡測定磁



































































M(t)- M (0)[1-ex､p卜 (t/Tl)I] (1)
が観測されたが､低温相においては非指数関数的な緩和が観測され､その時間変化は､
M (t)の大きさ2桁にわたって
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指摘 されている｡ 9)､10) RFe3(OH)6 (SO4)2 においては約 60Kで
おそらく面間相互作用により秩序化が起こっていると考えられる｡今後さらに､逐次相転
移の特徴､各相のスピン構造や揺らぎ等､両物質を比較しつつ実験的研究を進める予定で
あるL･,
本研究は､大学院生の西山昌秀君､田中信行君､助手の小山田明氏､京大化研の高野幹
夫教授との共同研究であり､感謝の意を表します｡
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